
 

  

 

 

 

 

人と人との関わり 

校長 榊原英記  

新年あけましておめでとうございます。昨年は、本校の教育活動にご理解とご支援を賜

りまして誠にありがとうございました。今年も教職員一同、生徒たちの成長のために誠心

誠意努力いたします。  

１月５日に寒川地区の氏神様である寒川神社へ初

詣に行き、末広中学校にとって新年が良い年になる

ように祈願してきました。今年の干支は辰になりま

す。辰年には、植物が成長するようにどんどん勢い

を増して増えていくという意味があるそうです。２

０２４年本校の生徒たちの努力が実を結び、大きく

成長できることを願っています。  

さて、本校では生徒会本部が中心となり、「あいさつ運動」に取り組んでいます。たかが、

「あいさつ」と思われがちですが、「あいさつ」は、人と人とが関わる基本であり、周りの

ことに気を配る身近な実践であると考えています。先月実施した学校評価アンケートでは、

「明るく元気な挨拶ができる」の項目が非常に高い評価でした。「そう思う」と回答した生

徒が６１％、「少しそう思う」と回答した生徒が３５％でした。「そう思う」と胸を張って

回答できる生徒をさらに増やしていきたいと思います。  

人は決して一人では生きていくことができません。昨年５月までは、コロナ禍の影響で

人と人との関りを制限することが余儀なくされてきましたが、今年は「あいさつ運動」に

留まらず、人と人との関わりを重視する教育活動を積極的に実施していきたいと考えてい

ます。２０２４年もどうぞよろしくお願いいたします。  

 

十二支の由来  

 令和６年の干支は辰です。この十二支という考えは、昔、中国か

ら伝わったと言われています。神様が「元日の朝、私のところに来

た動物を順番で干支にしよう」というお話です。その順番は、鼠、

牛、虎、兎、龍、蛇、馬、羊、猿、鶏、犬、猪と続きます。  

十二支には、それぞれに意味や特徴が込められています。 辰年は

「竜のように勇ましく、天に向かって飛躍する。」と意味もあるそう

です。皆さんも辰に肖り、飛躍の年になるといいですね。  
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新年の抱負  

１学年生徒会  会長  

昨年度の反省は２つあります。１つ目は２分前着席が出来ていない人が多いことです。

対策として学年生徒会を中心に教科係や気が付いた人で声をかけていくことです。今まで

以上にひとり一人が意識をして行動していきましょう。  

２つ目は授業中の私語が多いことです。教科によっても違いますが全員が意識を高めて

良いクラスの雰囲気を作るように授業に集中して取り組んでいければと思います。  

４月からは２年生になります。先輩としてカッコいい姿が見せられるように「初心忘る

べからず」という言葉のように基本を意識した生活をしていきましょう。  

                        

２学年生徒会  副会長  

私たち２学年の抱負は２つあります。１つ目は２分前着席の意識を高めることです。呼

びかけされないと時計を見ない人や次の授業が準備できておらず、立ち歩いてしまう人が

昨年は多く見られることがありました。そのためには皆が準備を終わらせるように意識を

高めていきます。２つ目は部活動や委員会活動への取り組みの活性化です。後期からは２

学年が学年の中心として過ごすようになりました。４月からは最上級生になります。学校

の中心として相応しい行動を見せるために、様々な活動に積極的に取り組みましょう。も

うすぐ自然教室が控えています。日々の行動を見直し、素晴らしい行事になるようにした

いです。  

                    

３学年生徒会  会長  

私たちの目標について１つ目は挨拶です。挨拶は

これからの人生にとっても大切なことです。これか

らも挨拶を続け、毎日を挨拶から始まる気分のよい

ものにしましょう。２つ目は Carp diem です。

これはラテン語で「今を楽しもう」という意味です。

中学校を卒業する時まで全力で中学校生活を楽しみ

ましょう。３つ目は「学び」です。中学校で学べる

チャンスはあと少しです。残り僅かな時間を生かしてチャンスを掴みましょう。  

そして、最後に自分がどのように受験に取り組んでいくかです。  

まずはスマホと距離を置くことです。私は今まで平均６時間ぐらい使っていました。です

が最近は親の協力もあり２時間くらいに減らすことができました。すると勉強の集中力も

上がり、途中でスマホを触ることもほとんどなくなりました。そして何より、勉強できる

時間が増えることが一番の利点です。  

２つ目は睡眠時間です。今まで私は睡眠時間をあまりとりませんでした。その結果、集中

力がなく勉強の途中で寝てしまい勉強時間も減っていました。しかし、睡眠をしっかり取

ることを心掛けると真逆なことが起こり、勉強もはかどりました。  

                          



 

いのちを守る安全教室について  

 皆さんは「DV」という言葉を聞いたことがあります

か？英語で「ドメスティックバイオレンス」親しい間柄

において起こる身体的・精神的暴力を言います。最近は

中高生の間で SNS を介して相手を精神的に追い詰める

「デート DV」という行為も増加しています。親しき仲

にも礼儀あり。もう一つは SNS 上での「誘い出し」です。

優しい言葉で巧みに誘い、弱みを握った瞬間に態度が急

変し、性的な犯罪に巻き込むケースです。SNS でのやり取りは周囲も気付くことが難しく、

取返しのつかないことになりかねません。不審を感じたらすぐに声をあげましょう。  

 

認知症キッズサポーター養成講座  

超高齢化社会を迎えている日本。認知症などを患っているお年寄

りは今後、ますます増加することが考えられます。昨年 6 月には「認

知症基本法」案も可決されました。  

認知症は本人だけでなく周りの人々にも大きな影響を与えます。

自分が壊れていくと感じる不安・恐怖の中で家族に頼りたいのに、

何度も注意されたり、叱られたりするばかりではお互いに過ごす時

間が辛く感じるばかりです。家族や周囲の人にとって大切なことは

「忘れてしまうのは、病気である」ということをきちんと理解して、寄り添った対応を心

がけることです。安心と信頼があれば、結果として認知症の進行を遅らせ、症状も軽減す

るもできるということです。  

そこで１月２５日（水）に認知症を正しく理解し、適切な対応をとるために１年生を対

象に「認知症キッズサポーター養成講座」を行います。これからの社会を支える皆さんに

とって必要な知識がたくさんあることでしょう。  

 

 

 

 1 月の主な行事   

９  火  冬休み明け全校集会  18 木  職員会議  

10 水  給食開始・月曜日課  24 水  2 年自然教室事前指導  

12 金  3 年卒業テスト  25 木  1 年認知症キッズサポーター養成講座  

2 年自然教室（～27 日）  

16 火  市教研  29 月  2 年自然教室代休  

 

 


